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県
民
の
皆
様
に
は
、
ま
す
ま
す

ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

私
ど
も
は
、
先
の
第
一
回
定
例

県
議
会
に
お
き
ま
し
て
、
議
長
、

副
議
長
の
大
役
を
仰
せ
つ
か
り
、

職
責
の
重
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま

す
。

　

三
位
一
体
改
革
に
よ
る
地
方
交

付
税
の
削
減
等
や
金
融
危
機
に
よ

る
世
界
的
な
景
気
の
悪
化
は
、
県

経
済
や
県
民
生
活
に
も
深
刻
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
地
方
を
取

り
巻
く
環
境
は
、
依
然
と
し
て
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

本
県
で
は
、
本
年
3
月
に
「
大

分
県
中
期
行
財
政
運
営
ビ
ジ
ョ

ン
」
を
策
定
し
、
引
き
続
き
行
財

政
改
革
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
子

育
て
支
援
、
教
育
の
再
生
、
そ
し

て
高
速
交
通
体
系
の
整
備
や
農
林

水
産
業
の
振
興
な
ど
の
重
要
課
題

に
も
集
中
的
に
取
り
組
む
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
議
会
が
果
た

す
べ
き
役
割
と
責
務
は
益
々
増
大

し
て
お
り
、
こ
の
４
月
１
日
に
施

行
さ
れ
た
大
分
県
議
会
基
本
条
例

の
中
で
、
議
会
は
県
民
を
代
表
す

る
最
高
議
決
機
関
と
し
て
、
執
行

部
に
対
し
、
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
強

化
や
政
策
提
言
な
ど
を
通
じ
て
県

政
の
諸
課
題
に
積
極
的
に
取
り
組

む
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

私
ど
も
と
し
ま
し
て
も
、
将
来

に
「
夢
と
希
望
」
が
も
て
る
大
分

県
を
実
現
す
る
た
め
、「
時
代
の

変
化
に
迅
速
に
対
応
で
き
る
県
議

会
」「
常
任
委
員
会
の
活
性
化
」

を
目
標
に
掲
げ
、
県
民
の
皆
様
に

開
か
れ
た
、
身
近
で
わ
か
り
や
す

い
県
議
会
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
が
、

大
分
県
の
発
展
の
た
め
、
全
力
を

傾
注
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま

す
の
で
、
県
民
の
皆
様
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

就任ごあいさつ� 1
主な質問答弁要旨� 2
大分県議会基本条例� 4
県議会の動き� 6

荒廃竹林の整備とタケノコの生産拡大（豊後高田市）

 大分駅付近連続立体交差事業（大分市：大道陸橋）

大
分
県
議
会
議
長

　
　安
部　
省
祐

大
分
県
議
会
副
議
長

　
　佐
藤
健
太
郎

就
任
ご
あ
い
さ
つ

常任委員会県内調査の様子
各常任委員会は、5月12日から6月12日にかけて
県内各地に伺い、現地調査を行いました。
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2
月
24
日
に
開
会
、
3
月
26
日
ま

で
の
会
期
31
日
間
で
開
催
し
た
。

　

代
表
質
問
に
は
3
名
、
一
般
質
問

に
は
12
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
景
気

対
策
や
農
林
水
産
業
の
振
興
策
、
教

育
問
題
等
に
つ
い
て
執
行
部
と
活
発

な
議
論
を
行
っ
た
。

　

常
任
委
員
会
は
3
月
4
日
と
19
日

に
開
催
。
付
託
さ
れ
た
議
案
等
に
つ

い
て
慎
重
な
審
査
を
行
っ
た
。

　

今
議
会
か
ら
議
論
の
模
様
を
よ
り

分
か
り
や
す
く
発
信
す
る
た
め
、
予

算
特
別
委
員
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

中
継
を
開
始
し
た
。

　

閉
会
日
の
3
月
26
日
、
議
長
・
副

議
長
の
辞
任
に
伴
う
選
挙
が
行
わ

れ
、
第
68
代
議
長
に
安
部
省
祐
議
員

が
、
第
89
代
副
議
長
に
佐
藤
健
太
郎

議
員
が
選
任
さ
れ
た
。

▼
県
内
景
気
の
動
向
と
雇
用
対
策

▼
国
及
び
県
予
算

▼
小
規
模
集
落
対
策

▼
財
政
規
律
と
景
気
を
支
え
る
財
政
出
動

▼
地
域
経
済
の
成
長
シ
ナ
リ
オ

▼
生
活
支
援
・
雇
用
対
策
・
中
小
企
業
支
援

　

質
問
項
目
は
、
１
人
３
項
目
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。

景
気
の
減
速
や
雇
用
不
安
な

ど
厳
し
い
環
境
の
中
で
平
成

21
年
度
の
県
政
に
臨
む
基
本
姿
勢

は
。

厳
し
い
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、

景
気
・
雇
用
対
策
に
積
極
的

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、「
安
心
・

活
力
・
発
展
」
の
県
政
の
基
本
方
針

を
踏
ま
え
、
将
来
を
見
据
え
た
構
造

改
革
や
新
た
な
仕
組
み
づ
く
り
に
挑

戦
し
て
い
く
。

　

景
気
・
雇
用
対
策
に
つ
い
て
は
、

中
小
企
業
に
対
す
る
制
度
資
金
の
拡

▼
経
済
産
業
政
策

▼
雇
用
対
策

▼
も
う
か
る
農
林
水
産
業

▼
経
済
産
業
政
策

▼
子
育
て
満
足
度
日
本
一

▼
高
校
再
編

▼
教
育
委
員
会
改
革

▼
政
治
・
経
済
の
あ
り
方

▼
教
職
員
組
合

▼
格
差
社
会

▼
農
業
施
策

▼
国
と
地
方
の
あ
り
方

▼
循
環
型
農
業
と
食
の
安
全

充
や
、
働
く
場
の
創
出
、
就
労
支
援

の
対
策
を
講
じ
る
。

　

安
心
の
分
野
で
は
、
医
師
の
確
保

や
介
護
予
防
、
認
知
症
対
策
の
拡
充

な
ど
、
医
療
・
福
祉
の
充
実
に
取
り

組
む
ほ
か
、
子
ど
も
・
子
育
て
を
社

会
全
体
で
応
援
す
る
環
境
づ
く
り
に

取
り
組
む
。

　

更
に
、
小
規
模
集
落
対
策
、
環
境

対
策
、
企
業
誘
致
、
地
場
企
業
の
育

成
強
化
、
農
林
水
産
業
の
構
造
改

革
、
教
育
再
生
な
ど
の
課
題
に
積
極

的
に
取
り
組
む
た
め
、
３
年
ぶ
り
に

プ
ラ
ス
予
算
を
編
成
し
た
。

　

昨
年
の
国
体
で
の
天
皇
杯
獲
得
な

ど
を
通
じ
て
「
や
れ
ば
で
き
る
」
と

い
う
自
信
が
県
民
に
生
ま
れ
た
。
今

後
も
こ
う
し
た
県
民
の
底
力
を
信

じ
、
全
力
で
県
政
運
営
に
取
り
組

む
。

平
成
21
年
第
１
回
定
例
会

代
表
質
問

一
般
質
問

自
由
民
主
党

井
上　
伸
史 

議
員

自
由
民
主
党

麻
生　
栄
作 

議
員

県
民
ク
ラ
ブ

内
田　
淳
一 

議
員

自
由
民
主
党

嶋 　
幸
一 

議
員

公
明
党河

野　
成
司 

議
員

県
民
ク
ラ
ブ

久
原　
和
弘 

議
員

自
由
民
主
党

濱
田　
　
洋 

議
員

自
由
民
主
党

毛
利　
正
徳 

議
員

問答
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▼
宇
佐
神
宮
・
国
東
半
島
世
界
遺
産
登
録

▼
障
が
い
者
施
策

▼
教
育
の
諸
問
題

▼
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

▼
勤
務
評
定
の
処
遇
へ
の
反
映

▼
公
務
員
の
労
働
時
間
の
短
縮

▼
知
事
の
政
治
姿
勢

▼
キ
ヤ
ノ
ン
裏
金
事
件
の
真
相
究
明

▼
若
者
の
就
農
促
進

▼
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
の
創
出

▼
鳥
獣
被
害
対
策

▼
港
湾
施
設
使
用
料

▼
新
し
い
時
代
を
つ
く
る
県
民
の
覚
悟

▼
教
育
改
革
の
進
め
方

県
経
済
を
活
性
化
す
る
た

め
に
ど
の
よ
う
な
舵
取
り

を
す
る
の
か
。

時
代
の
潮
流
を
見
誤
る
こ
と

な
く
、
先
を
見
据
え
て
対
応

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

も
の
づ
く
り
産
業
で
は
、
産
業
集

積
の
高
度
化
・
重
層
化
が
必
要
で
、

そ
の
た
め
に
も
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
技
術

の
開
発
や
Ｉ
Ｔ
、
省
エ
ネ
に
よ
る
経

営
の
効
率
化
を
目
指
す
。
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
観
光
産
業
も
戦
略
的
に
取
り

組
む
べ
き
重
要
な
分
野
で
あ
る
。

　

経
済
の
制
約
要
因
は
、
逆
に
新
し

い
発
展
要
因
を
作
り
出
す
と
い
う
気

持
ち
で
厳
し
い
状
況
を
前
向
き
に
乗

り
切
っ
て
い
き
た
い
。

増
加
傾
向
に
あ
る
高
齢
者
の

交
通
事
故
防
止
へ
の
取
組
は
。

高
齢
者
が
第
一
当
事
者
と
な

る
事
故
は
、
平
成
10
年
の
６

７
６
件
に
対
し
て
昨
年
は
１
、
１
２

７
件
と
ほ
ぼ
倍
増
し
て
い
る
。

　

県
警
で
は
、「
高
齢
運
転
者
」
の

方
に
は
、
免
許
更
新
時
講
習
の
充
実

や
シ
ル
バ
ー
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
交
通

安
全
指
導
、
安
全
教
育
車
に
よ
る
出

前
型
教
育
、
老
人
ク
ラ
ブ
で
の
講
話

な
ど
を
継
続
し
て
実
施
す
る
。

　
「
高
齢
歩
行
者
」
の
方
に
は
、
自

宅
へ
の
訪
問
指
導
や
介
護
施
設
通
所

者
へ
の
指
導
、
歩
行
環
境
シ
ミ
ュ
レ

ー
タ
で
の
体
験
・
実
践
型
の
安
全
教

育
、
反
射
材
着
装
運
動
な
ど
の
推
進

に
よ
り
、
交
通
事
故
防
止
に
努
め

る
。

県
民
ク
ラ
ブ

賀
来　
和
紘 

議
員

自
由
民
主
党

大
友　
一
夫 

議
員

自
由
民
主
党

桜
木　
　
博 

議
員

県
民
ク
ラ
ブ

小
野　
弘
利 

議
員

自
由
民
主
党

三
浦　
　
公 

議
員

日
本
共
産
党

堤　
　
栄
三 

議
員

無
所
属
の
会

高
村　
清
志 

議
員

問

問

答

答

  

条
例
関
係
（
３
件
）�

 

▽�

お
お
い
た
の
食
と
農
林
水
産
業
振
興

条
例

▽�

大
分
県
減
災
社
会
づ
く
り
の
た
め
の

県
民
条
例

▽
大
分
県
議
会
基
本
条
例

  

意
見
書
（
７
件
）�

 

▽�

燃
油
高
騰
対
策
事
業
の
効
率
的
な
運

用
を
求
め
る
意
見
書

▽�

雇
用
と
住
居
な
ど
国
民
生
活
の
安
定

の
確
保
を
求
め
る
意
見
書

▽�

中
小
企
業
対
策
の
充
実
・
強
化
に
関

す
る
意
見
書�

ほ
か

  

条
例
関
係
（
１
件
）�

 

▽�

大
分
県
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

※�

意
見
書
は
、
議
長
名
で
衆
参
両
院
議
長
、

内
閣
総
理
大
臣
及
び
担
当
大
臣
あ
て

送
付
し
ま
し
た
。

  

予
算
関
係
（
32
件
）�

 

▽�

平
成
21
年
度
大
分
県
一
般
会
計
予
算

（
第
１
号
）�

ほ
か

  

条
例
関
係
（
28
件
）�

 

▽�

大
分
県
緊
急
雇
用
創
出
事
業
臨
時
特

例
基
金
条
例
の
制
定�

ほ
か

  

人
事
関
係
（
３
件
）�

 

▽
副
知
事
の
選
任
に
つ
い
て�

ほ
か

  

そ
の
他
（
11
件
）�

 

▽�

包
括
外
部
監
査
契
約
の
締
結
に
つ
い

て�

ほ
か

 

可
決・承
認
さ
れ
た
議
案（
議
員
提
出
）

 

可
決・承
認
等
さ
れ
た
主
な
議
案
等

�

（
知
事
提
出
）　

 

可
決
さ
れ
た
議
案（
委
員
会
提
出
）

　

質
問
項
目
は
、
１
人
2
項
目
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。
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 Ｑ  何のために議会基本条例が必要なの？

 Ａ   議員や県議会は、民意を県政に反映させるための様々な活動を行っていますが、県民皆様の
目からは分かりにくいという課題があります。そこで、県議会や議員の使命・役割などを明
らかにし、県民に開かれた、充実した県議会を実現するために制定しました。

 Ｑ  条例の制定によって何が変わるの？
 Ａ   条例に定められた事柄を一つ一つ着実に実行することにより、県民皆様のご期待に応え、県

民に身近な県議会を実現します。議会活動や議員活動をより一層活発にし、県議会の存在意
義を高めていきます。

 Ｑ  なぜ今制定するの？
 Ａ   地方分権が進み、国に集中していた権限や財源が地方に移されてきたことで、地方議会が果

たすべき役割と責務はますます重要になってきています。今こそ、地方分権時代にふさわし
い県議会のあり方を自ら定める必要があるからです。

議会基本条例Q＆A

大分県議会基本条例が誕生しました�

県民との関係

議会の役割と機能

最高規範性

議員活動の原則

議員の倫理

議会運営の原則

● 県民意思を把握し、県政に反映させ
ます

● 議会の諸活動について、県民に積極
的な情報提供を行います

●県民に開かれた議会を実現するため、
　積極的な広報広聴に努めます

●議決により県の意思を確定します
● 県議会独自の政策立案・政策提言を積
極的に行います

● 県政に対する監視・評価を行い、必要
に応じて知事等に見直しを促します

● 県政や議会運営の課題を調査し、結果
を県民に公表します

● 議会は知事との関係を尊重しながら、
よりよい県政の実現を目指します

● 議会基本条例を議会の最高規範と
します
● 県民の意見、社会情勢の変化等を
踏まえ必要に応じて条例の見直し
を行います

● 議員は、県民の代表として県
民の負託にこたえる職責を持
ちます
● 県民意思の把握や広範な情報
収集、調査研究に努めます
●会派の活動を充実させます

● 議員は、品位と政治倫理の向上
に努め、公正性・高潔性を保持
します

● 地方自治法、公職選挙法、政治
資金規正法等の諸規定や政治倫
理基準を遵守して行動します

●県民に開かれた議会運営を行います
●議会改革に継続的に取り組みます
● 常任・特別委員会の機能強化に努め
ます
● 県勢の課題について検討組織を設置
し、審査、調査、協議等を行います

県民生活の向上、県勢の伸展に
全力を尽くすことを決意する目的

大分県議会基本条例で定めていること

　平成21年第１回定例会において、大分県議会基本条例を全会一致で可決しました。都道府県議
会では、全国で６番目、九州では初めての制定となります。（平成21年4月1日施行）
　議会基本条例は、議会の役割と機能、議会運営の原則、議員活動の原則等を明らかにして、県
民に開かれた県議会のあり方を定めた条例です。県議会に関する最高規範と位置づけており、「議
会の憲法」ともいわれています。
　これまで県議会は、県民に分かりやすく、地方分権時代にふさわしい県議会の実現を目指して、
さまざまな改革に取り組んできました。基本条例の制定もその一つであり、県議会が県民全体の
奉仕者であることの誇りと果たすべき役割・責任の重さを深く自覚して、県民の視点に立って、
県民生活の向上と県勢の伸展に全力を尽くすことの決意を表しています。
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）
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）
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く
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人
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特
別
委
員
会（
1₀
人
）

　

◎
佐
々
木
敏
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自
）○
深
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一（
県
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濱
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洋（
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）

　
　

桜
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）
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各
委
員
会
等
の
構
成

◎
印
は
委
員
長
、
○
は
副
委
員
長

　
　
　
（
平
成
₂₁
年
５
月
₁₂
日
現
在
）

政策研究協議会を設置
　去る５月21日に県議会政策研究協議会を設置しました。
　第１回協議会では、今後、道州制に関する調査、自治基本条例の制
定に向けた研究、議員の海外・県外調査のあり方等について検討を行い、
政策提言に向け、取り組んでいくことを申し合わせました。

　【会　長】渕　　健児（自）
　【副会長】久原　和弘（県）　
　【委　員】田中　利明（自）　　桜木　　博（自）
　　　　　 佐藤　博章（県）　　伊藤　敏幸（公）
　　　　　 高村　清志（無）　　堤　　栄三（共）

第1回政策研究協議会（H21.5.21）
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5
月
28
日
に
臨
時
会
を
開
催
。

　

経
済
情
勢
や
民
間
の
夏
季
一
時
金
動
向

が
厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
年

6
月
に
支
給
す
る
期
末
手
当
の
減
額
に
か

か
る
条
例
改
正
案
等
を
審
議
し
た
。

　

議
員
は
0
・
15
カ
月
分
、
職
員
は
0
・

2
カ
月
分
、
知
事
ら
特
別
職
は
0
・
15
カ

月
分
を
減
額
す
る
条
例
改
正
案
等
を
可
決

し
た
。

　
条
例
関
係
（
１
件
）

▽�

大
分
県
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費

用
弁
償
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
条
例
関
係
（
１
件
）

▽�

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

　
報　
告
（
２
件
）

▽�

平
成
20
年
度
大
分
県
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
5
号
）　�

ほ
か

◆
平
成
21
年
第
２
回
定
例
会
日
程 （
予
定
）

　

6
月
16
日（
火
）開
会

　
　
　

23
日（
火
）～
25
日（
木
）

　
　
　
　
　
　
　

本
会
議（
一
般
質
問
）

　
　
　

26
日（
金
）常
任
委
員
会

　

7
月
1
日（
水
）閉
会

◆
政
策
研
究
協
議
会（
第
２
回
）開
催

　

6
月
26
日（
金
）

◆
特
別
委
員
会
開
催

▪
行
財
政
改
革
特
別
委
員
会

　

6
月
29
日（
月
）

▪
地
域
・
産
業
活
性
化
特
別
委
員
会

▪
安
全・安
心
な
大
分
づ
く
り
特
別
委
員
会

▪
お
お
い
た
ブ
ラ
ン
ド
推
進
特
別
委
員
会

　

7
月
1
日（
水
）

 

可
決・承
認
さ
れ
た
議
案（
議
員
提
出
）

 

可
決・承
認
等
さ
れ
た
主
な
議
案
等

�

（
知
事
提
出
）　

平
成
21
年
第
１
回
臨
時
会
を
開
催

県
議
会 

今
後
の
動
き

お
知
ら
せ

5月10日の県議補欠選挙
（竹田市選挙区）において
土居昌弘氏が当選しました。

土
ど

 居
い

 昌
まさ

 弘
ひろ

所属：自由民主党

平成21年第1回臨時会（H21.5.28）

編 

集 

後 

記

 「
県
議
会
の
こ
と
を
も
っ
と
た
く
さ

ん
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
議

員
出
前
講
座
で
の
児
童
の
感
想
で
あ

る
。
そ
の
想
い
を
誌
面
に
込
め
て
、

県
民
に
身
近
な
県
議
会
の
活
動
を
お

伝
え
し
て
い
き
た
い
。（
知
）

　議会の日程や質問項目、本会議の会議録、議員紹介、 議会のしくみと
役割など様々な情報を掲載しています。
　本会議の生中継や録画中継も是非ご覧ください。
大分県議会  http://www.pref.oita.jp/21000/

お問い合わせは県議会事務局各課まで
　【総　務　課】議会庶務、政務調査費、情報公開など ☎097-506-5019
　【議　事　課】本会議、常任委員会、傍聴など ☎097-506-5022
　【政策調査課】調査業務、特別委員会、議会広報など ☎097-506-5035

大分県議会

県議会ホームページ

傍
聴
の
ご
案
内

●�

本
会
議
や
委
員
会
の
傍
聴
を
ご
希
望
の

方
は
、
日
程
を
確
認
の
上
、
当
日
、
県

議
会
受
付
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

●�

本
会
議
場
で
の
傍
聴
に
つ
い
て
は
、
盲

導
犬
等
の
同
伴
が
で
き
ま
す
。

●�

手
話
通
訳
又
は
要
約
筆
記
を
希
望
さ
れ

る
方
は
本
会
議
の
前
日
ま
で
に
、
シ
ル

エ
ッ
ト
イ
ン
ダ
ク
タ
ー
（
耳
掛
け
型
補

聴
器
）
の
貸
し
出
し
を
希
望
さ
れ
る
方

は
2
日
前
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

県
議
会
本
会
議
中
継

●�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
中
継
の
ほ
か
、

次
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
局
で
中
継
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

大
分
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
コ
ム

　

大
分
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

Ｃ
Ｔ
Ｂ
メ
デ
ィ
ア
（
別
府
市
・
日
出
町
）

　

臼
杵
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト

　
Ｋ
Ｃ
Ｖ
コ
ミュニ
ケ
ー
シ
ョン
ズ
（
日
田
市
）

　
（
放
送
時
間
等
は
各
局
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
）

点
字
版
・
音
読
版「
県
議
会
お
お
い
た
」

の
ご
案
内

●�
本
紙
の
点
字
版
・
音
読
版
を
作
成
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
議
会
事
務
局
政
策

調
査
課
ま
で


